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第一章 原始仏教興起以前の思想に現れる kāma  
第二章 古層韻文経典における kāma（ 1）−Suttanipātaを中心に−  
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第五章 散文経典における kāma（2）−教理項目の構成要素としての kāma−  
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明としては不十分といわねばならない。また これと関連して、例えば、
kāmapaṃko（Sn 945偈）や kāmaṃ（Sn 909偈）、古層ではあるが  kāmakāmā（Sn 239
偈）のような、「欲望の対象」を意味する用法とは異なるのではないかと思わ
れる例があれば、それらの用法についても考察する必要があったであろう。い
ずれにせよ、こうした諸問題も、本論でなされた kāmaの詳細な研究に基づき、
仏教の根本的立場に関連するさらなる幅広い研究によって有益な結果がもたら
されることは間違いない。また、仏教と同時代のジャイナ教において、 kāmaが
どのように使われていたのかについても考察すると、仏教の立場が一層鮮明に
なるはずである。この点についても今後の研究課題とすることで、さらなる知
見や新たな成果が大いに期待される。  
一方、細部に関しては問題となる点も認められる。訳文の提示については先
にも述べたが、その他にも誤記が一定残されており、表記方法の不統一や略号
の使用方法なども含め、修正を行う必要がある。また、第一章の表題を論者は
「原始仏教興起以前の思想」としているが、内容的には「仏教興起以降の正統
派の諸思想」も含まれることになるため、第一章については「正統派諸思想」
として概説することが望ましかった。さらに、第五章では、教理項目中に現れ
る kāmaの理解に際して、論蔵や註釈書の解釈を提示し、それを根拠としてその
まま用いている場合があるが、この方法には問題がある。論蔵や註釈書の解釈
を kāmaの理解のための一つの事例として提示することはできても、そのまま結
論的な解釈として使用したのでは、文献の成立史を前提とした当初の研究方法
の設定と矛盾することとなる。この点については留意する必要があろう。  
以上のような問題点も認められるが、これらの点が論文全体の価値を損なう
ものではない。本論文は、膨大な資料や事例に臆することなく、様々な用例を
経典の成立史を踏まえた区分のもとで丹念に抽出し、一つひとつ丁寧に読解し
て整理を行っていくという厳密な研究姿勢に基づく成果であり、これまで初期
仏教の思想研究においては殆ど注目されてこなかった kāmaの語義・用法を明ら
かにするという点で、多くの明確な特徴を提示することに成功しており、その
点は高く評価できる。以上の点から、本論文は博士（文学）の学位を授与する
に相応しいものであると判断する。  
 
